と 称せられて いるの は 周知の 事実で ある。 円 朝 は 明治 

三十 三年 八月、 六十 二 歳 を 以て 世 を 去った ので あるか 

， 一 うざ 

ら、 私 は 高 坐に おける 此の 人 をよ く識 つてい る。 例の 

かさねが ふち 

「牡丹 燈籠」 や 「累ケ 淵」 や 「塩 原 多 助」 も 聴いて いる。 

私の 十七、 八 歳の 頃、 即ち 明治 二十 一、 二 年の 頃まで 

は、 大抵の 寄席の 木戸銭 (入場料な どと は 云わない) 

は 三 銭 か 三 銭 五 厘で あつたが、 円 朝の 出る 席 は 四 銭の 

木戸銭 を 取る。 僅かに 五 厘の 相違で あるが、 「円 朝 は 

偉い、 四 銭の 木戸 を 取る ご と 云われて いた。 

さて その 芸談で あるが、 落語家の 芸を 語る の は、 俳 

優の 芸を 語る よりも 更に むずかしい。 俳優の 技芸 は剎 



編の 眼目と する 牡丹 燈 籠の 怪談の 件り を 読んでも、 さ 

のみに 怖い とも 感じなかった。 どうして この 話が そん 

なに 有名で あるの かと、 いささか 不思議に も 思う 位で 

あった。 それから 半年 ほどの 後、 円 朝が 近所 (麴町 区 

山元 町) の 万長亭 という 寄席へ 出て、 かの 「牡丹 燈籠」 

を 口演 するとい うので、 私 は その 怪談の 夜 を 選んで 聴 

きに 行った。 作り事の ようで あるが、 恰も その 夜 は 初 

秋の 雨が 昼間から 降り つづいて、 怪談 を 聴く に は 全く 

お 訛え 向きの 宵であった。 

おど 

「お前、 怪談 を 聴きに 行く のかえ ご と、 母は嚇 すよう 

に 云った。 



孝 助の 復謦 と、 萩原の 下人 伴 蔵の 悪事と を 組み合わせ 

た 物の ように も 思われる。 飯 島 家の 一 条は、 江戸の 旗 

本 戸田 平左衛 門の 屋敷に 起こつ た 事実 を そのまま 取リ 

入れた もので、 それに 牡丹 燈 籠の 怪談 を 結び付け たの 

である。 伴 蔵の 一 条 だけが 円 朝の 創意で あるら しく 思 

、5- んまん 

われる が、 これに も 何 か 粉本が あるか も 知れない。 と 

も かく も、 こうした 種々 の 材料 を 巧みに 組み合わせて、 

毎晩の 聴衆 を 倦ませな いように、 ー晚 ごとに 必ず 一つ 

の 山 を 作って 行く ので あるから、 一面に 於いて 彼 は 立 

派な 創作家で あ つたと も 云い 得る。 

前に もい う 通り、 話術の 妙 を ここに 説く こと は 出来 



わけ か、 明治 二十 年度に 於け る 春 木 座の 記事 を 全部 省 

略して あるが、 私の 記憶に よれば、 かの 「牡丹 燈籠」 

が 初めて 劇化され たの は、 春 木 座の 明治 二十 年 八月 興 

行で あつたと 思う。 春 木 座 は本郷 座の 前身で ある。 狂 

言 は、 「怪談 牡丹 燈籠」 の 通しで 中幕の 「鎌 倉 三代 記」 

に 巿川九 蔵 (後の 団蔵) が 出勤して 佐々 木 高 綱 を 勤め 

ていたが、 他 は 俗に 鳥 熊の 芝居と いう 大阪 俳優の 一座 

で、 その 役割 は 萩原 新三郎 (中 村 竹 三郎) 飯 島の 娘お 

露 (大谷 友吉) 飯 島の 下女お 米、 宮 野辺 源次郎 (中 村 

芝 鶴) 飯 島 平 左衛門 (嵐 鱗 昇) 飯 島の 妾お 国 (巿川 福 

之丞) 飯 島の 中間 孝 助、 山 本 志 丈 (中 村 駒 之 助) 伴 蔵 



(巿川 駒 三郎) 伴 蔵 女房お みね (中 村 梅 太郎) 等で あつ 

た。 さらに 註 すれば、 右の 中 村 芝 鶴 は 後の 伝九郎 で、 

現在の 芝 鶴の 父で ある。 巿川福 之丞は 後の 門 之 助で、 

男女 蔵の 父で ある。 巿川駒 三郎は 後に 団十郎 の 門に 

入って、 宗三郎 と 改名した。 中 村 梅 太郎は 後の 富十郎 

で、 現在の 巿川団 右衛門の 父で ある。 この 通し狂言の 

脚色者 は 何人で あるか を 知らなかった が、 後に 聞けば 

それ は 座 付の 佐 橋 五 湖と いう 上方 作者の 筆に 成った の 

であった。 

その 当時、 私 は 十六 歳、 八月 は 学校の 暑中 休みで あ 

るから、 初日 を 待ち かねて 春 木 座 を 見物した。 一 日の 



ば、 一般に この 歌舞伎 座 を 初演と 認める ようになって 

しまった。 

歌舞伎 座 初演の 役割 は、 宫 野辺 源次郎 (巿川 八 百 蔵、 

後の 中 車) 萩原 新三郎 (尾 上 菊 之 助) 飯 島の 娘お 露 (尾 

上栄 三郎、 後の 梅 幸) 飯 島 平左衛 門、 山 本 志 丈 (尾 上 

松 助) 飯 島の 妾お 国、 伴 蔵の 女房お みね (坂 東秀 調) 

若党 孝 助、 根 律の 伴 蔵、 飯 島の 下女お 米 (尾 上 菊 五郎) 

等で、 これ も 殆んど 原作の 通りに 脚色され ていたが、 

孝 助の 役が 原作で は 中間に なって いるの を、 中間で 

は 余りに 安つ ぼい と 云う ので 若党に 改めた。 若党まで 

も 使う 屋敷で、 用人 その他の 見えな いのは 如何と いう 



流行す るら しい。 巴 里に は バジン • テア トル (芝居 風 

呂) などと 洒落た 名前 を 付けた 湯屋 も ある。 

三 円 朝の 旅日記 

次 は 「塩 原 多 助 一代記」 である。 これ も 円 朝の 作と 

して 有名な ものであるが、 この 作の 由来に ついて 円 朝 

自身が 語る ところに 拠る と、 彼が 最初の 考案 は 多 助の 

立志 譚を 作る ので はなく して、 やはり 「牡丹 燈籠」 式 

の 怪談 を 作る 積り であった と 云う。 怪談が 変じて 立志 

譚 となった の は 面白い。 その 経路 は、 こうで ある。 



屋に 泊まった ので はない が、 毎晚 この 始末。 むかしの 

旅 の 不自由が 思 い やら れる。 

三十 一日 は 利根の 渡 を 越えて、 中 田の 駅 を 過ぎる。 

紀行に は 「左右 貸 座敷 軒 をなら ベ、 剝 げちよ ろ 白粉の 

丸ポ チヤ ちら/^ 見 ゆる ご とあって、 ここで 「あだし 

野 や 馬に 食 はる、 女郎花」 という 俳句 を 作って いる。 

一 々紹介す る こと は 出来ない が、 この 紀行の 詳細 を 極 

めて いるの は 実に 驚くべき 程で、 途中の 神社仏閣、 地 

理 風俗、 旅館、 建 場 茶屋、 飲食店、 諸種の 見聞、 諸 物 

価な ど、 ことごとく 明細に 記入して ある。 後日の 参考 

に 書き留めて 置いた ので あろうが、 円 朝 ほどの 落語家 



という。 ここで 飯 を 食って 出る と、 途中で 夕立、 雷鳴、 

その 夜 は 石橋 駅の 旧 本陣 伊沢 方に 泊まり、 町へ 出て 盆 

踊り を 見物す る。 紀行に 「昨年まで 娼妓 も 踊に 出で た 

るに、 税金 一 夜に 付き 一 人 金 ニ両ー 一分 を 差 出せとの 布 

告 ありし より、 今年 は 懲りん \ して 出る 者 無し ご と あ 

る。 

二日 は 雀の 宫を 過ぎて 宇都 宫に 着く。 東京から 五日 

間 を 費した わけで ある。 ここで は 午前 十 一 時 頃に 手 塚 

屋に 泊まる。 豊竹和 国 太夫が ここに 興行 中で あると 聞 

いて、 その 宿屋 をたず ねる と、 和 国 太夫 も 悦んで 迎え 

て、 思いがけなき 面会な りと、 たがいに 涙 をな がした。 



延び、 筋骨 太く、 見 上ぐ る ほどの 大男、 身に は 木綿 縞 

の 袷に、 小 倉の 幅せ まき 帯 をむ すび、 腰に 狐の 皮の 袋 

(中に 鉄砲の 小道具 入り) を さげ、 客の 荷物 を 負 ふ 

連 尺 を 細帯に て 手軽に 付け、 鉈 作りの 刀 を さし、 手 造 

りの わらじ を 端折 リ 高く あら はした る 毛脛の 甲まで 卷 

き 付けた る 有様 は、 磯之 丞とは 思 はれぬ 人物な りご と 

ある。 磯之 丞 という 名 を 聞いて 不安心に 思って いると、 

熊の ような 大男が 現われた ので、 大いに 安心した とい 

うの も 面白い。 殊に その 磯之 丞の 人品 や 服装に ついて、 

精細の 描写 をして いるの を 見ても、 円 朝の 観察眼に 敬 

服 せざるを得ない。 この 磯之 丞は よほど 円 朝の 気に 



明くる 八日の 朝、 宿の 女房が 原 町の 塩 原 金 右衛門と い 

う 人 を 案内して 来た。 年の 頃 は 六十 二、 三で、 人品 賤 

しからず、 ひどく 丁寧に 挨拶され て 円 朝 も 困った。 紀 

行に は 「わたくし は 東京 長 谷川 町 梅の 屋の 親類の 者な 

り。 少しお 尋ね 申した き 事 ありと、 先づ 日記の 手帳 を 

膝元に 置き、 初代 多 助の 出生の 跡 は 依然として 在り や 

など、 さまぐ 深く 問 ひける に、 その 老人 いぶかしく 

思 ひし か、 恐る く 申す やう は、 先代 塩 原の 家 は 当所 

より 北の方 (三 里 余) へ 隔たりし 下 新田 村と 申すな り 

と、 こまん \ と 物語り、 わたくし は 初代の 甥に あたる 

金 右衛門と 申す 者の 家に て、 下 新田 を 出で て 当今 は 当 



駅の 原 町に て 油屋を 業と して ゐ ると 聞き、 あら/ \ 事 

うんぬん 

情 も解リ しが、 云々 ご と ある。 

それから 出発して、 その 夜 は 前 橋 駅の 白 井屋に 一 泊。 

九日に は 同 駅の 紺屋 町に 料理屋 を 営んで いる 妹お 藤 を 

きょうだ い 

たずね、 兄妹 久々 の 対面が あって、 ここで も 円 朝 は 泣 

かされて いる。 その 夜 はこ こに 一泊して、 十日の 早朝 

から 帰途に 就く。 例の 筆法で 帰途の 日記 も 詳しく 書い 

どんり ゆう 

て あるが、 その 日 は 太 田の 駅に 着いて、 呑 竜 上人の 新 

田 寺に 参詣、 はせ を屋に 一泊。 十一 日 は 足 利に 着いて、 

原 田 与 左衛門 方に 一 泊。 十二 日 は 猿 田 川岸から 舟に 

乗って 栗 橋に 着き、 さらに 堺 川岸から 舟 を 乗り換えて、 



歌舞伎 座で 初めて 「塩 原 多 助」 を 上演した の は、 明 

治 二十 五 年の 一 月 興行で、 名 題 は 原作 通りの 「塩 原 多 

助 一 代 記」、 その 主なる 役割 は 原 丹 次、 塩 原 角 左衛門 (八 

百 蔵、 後の 中 車) 角左衛 門の 妻お せい、 塩 原の 後家お 

かめ (秀 調) 原 丹三郎 (菊 之 助) 娘お 栄 (栄 三郎) 又 

旅お 角、 明 樽 買久八 (松 助) 塩 原 多 助、 道 連 小 平 (菊 

五郎) であった。 円 朝の 原作で は 多 助と 小 平が 顔 を 合 

わせる 件り がしば しば あるが、 菊 五郎が その 二役 を 兼 

ねる 都合から、 舞台の 上で は 両者の 出会う 場面 を 作る 

ことが 出来ず、 小 平の 活動す る 件り は 殆んど 省略され 

た。 それが 少しく 遺憾で あつたが、 役々 いずれも 好評、 



こういう 一 種の 趣向が その 当時の 観客に 喜ばれた。 こ 

の 狂言 も 中幕 も 三代 目 河 竹 新 七の 作で ある。 三代 目の 

新 七 は 二 代 目 (黙 阿弥) に 及ばなかった が、 さすが は 

その 高弟 だけに、 師匠の 作風 をよ く 学んで いた。 

「塩 原 多 助」 が 大当たり を 取った ので、 その 盆 狂言に 

は 「牡丹 燈籠」 を 上演す る ことにな つたので ある。 そ 

れも 好評であった こと は 前に 云った。 座 方 も 俳優 も そ 

れに味 を 占めて、 翌ニ 十六 年 一月の 歌舞伎 座で は 「安 

しょうりん 

政 三組 盃」 を 上演した。 これ は 松林 伯 円の 講談に 拠つ 

たもので、 人情話の 好評から 更に 講談 物の 脚色に 及ん 

だので ある。 今日、 映画の 劇化が 行なわれる ように、 



その 頃 は 寄席の 読み物 の 劇化が 行なわれる 時代で あつ 

た。 

よ：：' き 

この 講談 は 町奉行 所の 与力 鈴 木 藤 吉郎を 主人公と し 

て、 それに 上野の 寺 侍 杉田大 内蔵と 柳 橋の 芸妓 小染を 

配した もので、 ニニ 組盃」 の 題名 はこの 三人 を 意味す る 

のであった。 菊 五郎 は 藤 吉郎と 馬丁 幸吉の ニタ役 をつ 

とめ、 家 橘 (羽 左衛 門の 父) が大 内蔵、 福助 (歌 右衛 

門) が 小染を 勤め、 これ も 役々 の 評判が よかった。 取 

リ 分けて 菊 五郎 は 主人公の 藤吉郎 よりも、 ニタ 役の 馬 

丁 幸吉の 方が 好評で、 五 幕 目 小 村 井 梅 屋敷の 場で 主人 

の 跡 部 甲斐 守 (松 助) に嚇 された リ賺 されたり して、 



「塩 原 多 助」 が 当たり、 次いで 「牡丹 燈籠」 が 当たり、 

更に 「三組 盃」 が 当たった ので、 盆と 正月に は 寄席の 

読み物に 限る という 風に なって、 その 七月の 歌舞伎 座 

あんなかそう ざ 

では、 又もや 円 朝の 安中 草 三 を 上演す る ことにな つた。 

はるな のうめ かおるう ちわえ 

作者 は 三代 目 新 七、 名 題 は 「榛名 梅 香 団扇 画」 といい、 

主なる 役割 は恒川 半三郎 (左団 次) 妙 義四郎 蔵 (松 助) 

安中 草 三、 溝呂 木の 幸吉 (菊 五郎) 人 来 鳥のお 歌 (栄 

三郎) で、 この 興行に は 団十郎 も 出勤し、 中幕の 上 

つ つれのに しき 

「鑑縷 錦」 大晏寺 堤 は 団十郎 の 春 藤次郎 右衛門、 左団 

次の 嘉村 宇田 右衛門、 菊 五郎の 高巿武 右衛門、 中幕の 

ゆきの だんまり 

下 「水滸伝 雪 挑」 は 団十郎 の 九 紋竜史 進、 左団 次の 



花 和尚 魯智 深と いう 役割。 殊に 大晏寺 堤 は団菊 左の 顔 

合わせで、 開幕 前の 噂 は なかなか 高かった が、 さて 初 

日 を 出して みると 客足が 思わし からず、 通し狂言の 「安 

中 草 三」 も 在来の 円 朝 物 ほどに 面白くな いと 云う 不評 

で、 この 興行 は さんざんの 失敗に 終わった。 それに 懲 

りたと みえて、 歌舞伎 座 も その 翌ニ 十七 年の 一 月 興行 

に は 寄席の 読み物 は 出さな か つ た。 

しかも 菊 五郎と 円 朝 物と は 離れぬ 因縁が 結ばれたら 

しく、 二十 八 年 一月の 新 富 座で は 又もや 円 朝の 「粟田 

めききのお リ かみ 

口」 を 上演した。 名 題 は 「粟田口 鑑定 折紙」 主なる 役 

割 は 小 森 新 之丞、 下男 与 助 (菊 五郎) 大野 惣兵衛 (巿 



蔵) 荷足の 仙 太 (猿 之 助) 稲垣 小左衛 門、 矢 切 村のお 

しの (松 助) 稲垣 小三郎 (菊 之 助) 小 三郎の 妻お みよ 

(栄 三郎) 等で、 矢 切 村の 丈 助 殺しが 見せ場であった。 

稲垣の 下男 丈 助が 悪人に 語らわれて 主人 を 破滅に 陥れ、 

素知らぬ顔で 矢 切 村の 実家へ 立ち寄る と、 母のお しの 

は 己に その 秘密 を 知っていて、 わが 子に だまされ たよ 

うな 顔 をしながら、 不意に 短刀 を 丈 助の 脇腹に 突き 立 

てる。 丈 助 は 手負いに なつてから 本心に 戻り、 悪事 を 

懺悔して 落ち入る という 筋で、 円 朝の 原作が 已に 「千 

本 桜」 の 権 太 を 粉本に した ものであるが、 菊 五郎が そ 

れに扮 していよ いよ 権 太 化して しまった。 それでも 松 



あさ 

円 朝 物 も だんだん 獵リ 尽くされた 形であった。 狂言の 

名 題 は 「指 物師 名人 長 次」、 主なる 役割 は 坂 倉屋助 七、 

長 次の 弟子 兼 松 (松 助) 坂 倉屋の 娘お しま (福助) 亀 

甲屋 幸兵衛 (巿 蔵) 幸 兵衛の 女房お りう (秀 調) 指 物 

師長 次 (菊 五郎) 等で、 差した る 見せ場 もない 芝居 だ 

けに 問題に もなら なか つ た。 

三十 年 十 一 月に は、 菊 五郎が 巿村 座で 「塩 原 多 助」 

を 再演して いる。 今日と 違って、 五、 六 年間に 同じ 狂 

言 を 繰り返す の は、 よくよくの 当たり狂言で なければ 

ならない。 菊 五郎の 塩 原 多 助が 如何に 人気 を 呼んで い 

たかが 想像され る。 但し 二度目で あるた めに、 通し 狂 



言と はしないで 一 番目に 据え、 菊 五郎 は 多 助の 一 役 だ 

け を 勤めて、 道連れ 小 平の 件り は 省いて いた。 

円 朝 物が 行なわれ るに 従って、 各所の 小 劇場で も そ 

れを 上演す る ものが 少なくなかった。 三十 年 九月に は 

中洲の 真砂 座で 「乳房 稷」 を 上演し、 翌 三十 一年 二月 

に は 同座で 「真 景累ケ 淵」 を 上演した。 いずれも 座 付 

作者の 新作で、 作者 は 竹柴万 治であった ように 記憶し 

ている。 前者 は 一 種の 怪談 物で、 柳 川 重 信 (菊 五郎) 

重 信の 妻お き は (秀 調) 磯貝 浪江 (八 百 蔵) 下男 庄助 

(松 助) で 上演の 噂 もあった が、 若手の 役が 無い のと、 

大体の 筋が さびしい のとで、 上演の 機会 を 失って いた 



ものである。 後者 は 近年、 六 代 目 菊 五郎に よって 上演 

され、 梅 幸の 豊志 賀、 菊 五郎の 新吉、 いずれも 好評 を 

取った。 

みさおの 

三十 二 年 十二月の 歌舞伎 座で 「鏡ケ 池 操 松 影」 を 

上演した。 これ も 円 朝 物の 江島屋 騒動で ある。 主なる 

役割 は 江 島屋治 右衛門 (蟹 十郎) 同 治兵衛 (家 橘) 番 

頭金 兵衛 (松 助) 後家お とせ (八 百 蔵) 治兵衛 女房お 

菊 (福助) 嫁お 里 (栄 三郎) 等で、 江 島屋を 呪って い 

る 後家お とせの 家へ 番頭 金 兵衛が 来合わせ る 件り が、 

一 日 じゅうの 見せ場と なって いたが、 他 はいた ずらに 

筋 を 運ぶ のみで 劇的の 場面が 少なく、 時 は 歳末と いい、 



俳優 も 中流であった ので、 かたがた 不評の 不入りに 終 

わった。 

その 翌年、 三十 三年 八月に 円 朝 は 世 を 去った ので あ 

る。 その 年の 十一月、 春 木 座で 円 朝 物の 「敵 討 札所の 

霊験」 を 上演した。 主なる 役割 は 水 司又巿 (巿 蔵) 白 

鳥 山 平 (稲 丸) おやま (筵 女) おつぎ (九 女 八) 等で、 

これ も 差した る 問題に ならなかった。 このほか にも、 

円 朝 物で 脚光 を 浴びた ものに は 「舞扇 恨の 刃」 「業 平 文 

みどりの はやし かどの まつたけ 

治 漂流 奇談」 「緑林 門松 竹」 等々、 更に 数 種に のぼ 

るので あるが、 小さい 芝居 は 一 々ここに 挙げない。 

かくの 如くに、 円 朝 物の 劇化が しばしば 行なわれた 



「牡丹 燈籠」 などと 同様、 日本紙 綴じの 分冊と して 発行 

された ので ある。 したがって 番附の 力 タリの 中に も 

「若 林坩蔵 子が 速記 法に て 綴りし 絵本 を、 初 席の 種に 

仕組みし 新 狂言」 と 記して ある。 この 時代に は 「速記 

法」 などと いう 名称が 耳新しく 感じられた のであった。 

英国の 小説 を 福 地桜痴 居士が 円 朝に 口授し、 それに 

拠って 円 朝が 翻案した もので、 外国 種 だけに 明治時代 

の 話に なって いる。 その 主人公の 孝子 ジョン. ス ミス 

を 清水 重次郎 という 名で 巿川 小団 次が 勤めた。 小団次 

は晚年 あまり 振わなかった が、 その 当時 は 新 富 座の 花 

形であった。 



他の 役割 は 春 見 丈 助 (団 十郎) 井生 森 又 作、 家根屋 

清 次 (左団 次) 丈 助の 娘お いさ (源 之 助) 重 次 郎の姉 

おまき (秀 調) で、 団十郎 の 丈 助 は 川 越 藩の 家老で あ 

る。 維新 後に 上京して 宿屋 を 開業した が、 士族の 商法 

で 思わし くない。 そこへ 旧藩 地の 百姓 助 右衛門が 何 か 

の 仕入れに 三千 円 を 携えて 上京し、 旧藩の 関係で 丈 助 

の 宿屋に 滞在す ると、 丈 助 は 助 右衛門 をぶ ち 殺して 三 

千円 を 奪い、 その 死体の 始末 を 友人 井生 森 又 作に 頼む _ 

団十郎 が 勤める 役 だけに、 同じ 貧乏 士族で も 筆 売り 幸 

兵衛 などの ように じめじめして いるので はない。 積極 

的に 相手 を どしどし ぶち 殺して、 その 当時で は 大金と 



「西洋 話」 が 選抜され たもの らしい。 

前年 以来、 新 富 座 はと かくに 不入り 続きで あつたの 

で、 団十郎 は 一 番目に 石 川 五右衛門、 中幕に 「八 陣」 

おおぎり 

の 加 藤、 二番目が 「西洋 話」 の 丈 助 を 勤め、 大切 浄瑠 

璃に 「かつ ぼれ」 を 踊る という 大 勉強に、 まず 相当の 

成績 を 収めた が、 二番目の 円 朝 物 は 好評でなかった。 

それでも 十 年後の 明治 二十 九 年 十一月、 明治座で 再演 

された。 役割 は 井生 森 又 作、 家 根 屋清次 (左団 次) 春 

見 丈 助 (権 十郎) 娘お いさ (筵 女) 清水 重次郎 (米蔵) 

姉お まき (秀 調) で、 左団 次と 秀 調が 初演 以来の 持ち 

役で あるた めに、 この 狂言が 選抜され たらしい が、 そ 



の 後 どこの 大 劇場で も 重ねて 上演 しないので、 円 朝 物 

の 中で も 忘れられた 物の 一 つと なった。 

私 は 余りに 多く 円 朝 を 語り 過ぎた 観が あるが、 なん 

と 云っても 円 朝が 明治時代 における 落語 界の 大立者で、 

劇 方面に も 最も 関係が 多い ので あるから 已むを得ない。 

これから 転じて 他の 落語 講談の 舞台との 関係 を 説く の 

であるが、 これ は 非常に 範囲が 広い。 江戸時代に は 小 

説 作者と 狂言 作者との あいだに 一 種の 不文律が あって、 

非常に 大当たり を 取った 小説 は 格別、 普通 は 小説 を 劇 

化しない 事に なって いた。 互いに 相 侵さざる の 意で 

あったら しい。 しかも 天 保 以後に は その S 咧 がだん だ 



んに 頹れて 来た。 それと 同時に、 講談 や 人情話 を 脚色 

する こと も 流行して 来た。 黙 阿弥が 二 代 目 新 七の 頃、 

ふきやち よう 

仮名 垣魯 文と 共に 葺屋 町の 寄席へ 行った ことがある。 

そのと き 高 坐に 上が つ て 玉屋 栄次 (二 代 目狂訓 亭と自 

称して いた) が 聴衆に 向かって こんな 事 を 云った。 

「わたくし 共の 話 をお 聴きになる の は、 お笑いの 為ば 

かりで なく、 いろいろ とお 為になる ことが ございます _ 

かわた けき すい 

現に 今晩 も 狂言 作者で 名高い 河 竹 其 水 (黙 阿弥の 俳名) 

さん、 戯作で 売り出しの 鈍 亭魯文 先生 なぞが お見えに 

なって 居ります。 この 先生方 も わたくし 共の 話 を 聴い 

て、 御 商売の 種に なさい ますので …… ご 



名人の 誉れ を 後世に 残して いる。 それに 対して 一種の 

感慨がないでも 無い。 

大岡 政談の 中で 最も 有名な の は 「天 ー坊」 であろう。 

おうぎび ようし 

これ も 黙 阿弥 作の 「扇 音々 大岡 政談」 によって 今 もし 

ばし ば 上演 を 繰り返されて いるが、 その 原作 は 神 田 

はくさん 

伯 山の 講談で ある。 伯 山 はこの 講談の 創作に 苦心し、 

殊に 紀州 調べ に 遣わした る 家来ら が 容易に 帰らず、 百 

日の 期日が 尽きん と し て 越 前 守が 切腹 を 覚悟す る と マ J 

ろへ、 白 石 治 右衛門、 吉田三 五郎の 二人が 馳せ 着ける 

一節 は、 大いに 肺肝 を 砕いた と 伝えられる。 舞台で 観 

て もこ こが 一 日の 見せ場で ある。 



局 屈伏して 原作の 通りに 上演す る ことにな つたが、 こ 

の 狂言 は 非常の 好評で あつたと 云えば、 彦三郎 もい よ 

いよ 屈伏した であろう。 黙 阿弥 も 定めて 痛快 を 感じた 

であろう。 この 初演 は 明治 八 年 一月の 新 富 座で、 主な 

る 役割 は 大岡越 前 守 (坂 東彦 三郎) 天 一 坊、 白 石 治 右 

衛門 (尾 上 菊 五郎) 山 内 伊賀 之 助、 吉田三 五郎 (巿川 

左団 次) 等であった。 

明治 以後の 黙 阿弥 作と して 最もよ く 知られて いる も 

のに 「河内 山」 が ある。 明治 十四 年 三月の 新 富 座 初演 

くもに まがう 

で、 名 題 は 「天衣 紛 上野 初花」 と 云う ことにな つてい 

るが、 黙 阿弥 は 明治 七 年 十月の 河原 崎 座で 「雲上 野 



さんえ のさく まえ 

三 衣 策 前」 の 名 題の もとに 同じ 題材 を 取り扱つ ている。 

要するに 「上野 初花」 は 「雲上 野」 の 改作で ある。 こ 

れも 原作 は 松林 伯 円の 講談で あるが、 舞台と 高 坐と は 

大いに 相違し、 単に 原作の 人名と 略 筋 を 借りた だけで、 

ほとんど 黙 阿弥の 創作と 云って 好い ほどに 劇化され て 

いる。 今日 しばしば 繰り返される 大口の 寮の 場の 如き 

は、 たとい 寺 西 閑 心 や 鳥目の 一角の 焼き直しであろう 

とも、 講談 以外の 創作で ある こと を 認めなければ なら 

ない。 この 作が これほど 有名に なった の は、 新 富 座の 

初演 当時、 河内 山宗俊 (団 十郎) 片岡 直次郎 (菊 五郎) 

金子 巿之丞 (左団 次) 大口 屋の 三千 歳 (岩 井 半 四郎) 



かの ように 認められ たの は、 彼と して 一割 方の 損で 

あつたか も 知れない。 燕 枝 は 明治 三十 三年 二月 十 一 曰、 

六十 八 歳 を 以て 世 を 去った。 彼 は 円 朝よりも 五 歳の 兄 

で、 円 朝と 同年に 死んだ ので ある。 三 遊 派 も 柳 派 も 同 

時に その 頭領 をう しなって、 わが 落語 界も 漸く 不振に 

向かう ことと な つ た。 

燕 枝の 人情話の 中で、 彼が 最も 得意と する の は 「嶋 

千鳥 沖津 白浪」 であった。 大坂屋 花鳥に 佐 原の 喜三郎 

を 配した もので、 吉 原の 放火 や、 伝馬 町の 女牢 や、 嶋 

破り や、 人殺し や、 その 人物 も 趣向 も 彼に 適当した も 

ので ある。 これ は 明治 二十 二 年 六月、 大坂屋 花鳥 (坂 



東 家 橘) 梅 津長門 (巿川 猿 之 助) 佐 原の 喜三郎 (中 村 

駒 之 助) 等の 役割で、 通し狂言 として 春 木 座に 上演 さ 

れた。 

以上の ほかに も、 講談 又は 人情話の 劇化され たもの 

はたく さん ある。 ここで は 最も 有名な 物の み を 紹介し 

たに 過ぎない。 劇場で 講談 又は 人情話 を 上演す るの は、 

あながちに 題材に 窮 した 為で はなく、 寄席の 高 坐で 売 

リ 込んだ もの を 利用 するとい う 一 種の 興行 策で ある。 

講談師 や 落語家 も 自分の 読み物 を 上演され る こと を 喜 

んだ。 これ も 一種の 宣伝になる からで ある。 要するに、 



寄席と 芝居と、 たがいに 持ちつ持たれつの 関係で、 高 

坐の 話が 舞台に 移植され たので ある。 それ も 前に 云う 

通り、 円 朝、 燕 枝ら の 死後 は 殆んど 絶えた。 

今日で は 寄席の 高 坐が 映画館の スクリ ー ンに 変わつ 

て、 映画の スト— リ— が 舞台に しばしば 移植され るよ 

うにな つた。 これ も 時代の 変化で ある。 唯 それ を 劇化 

する 人々 が 如何なる 態度 を 以て それに 臨む か。 映画 を 

そのままに 伝える か、 あるいは 自己の 創意 を 加える か _ 

それに 因つ て 劇作家の 価値 も おのずから 定まる であろ 

、つ。 

(昭和 一 〇 • 舞台) 



たのと、 交通機関が 発達した 為で あると 思う。 実際、 

明治時代の 一夜 を 楽しむ に は、 近所の 寄席へ でも 行く 

の ほか は 無かった ので ある。 

それで あるから、 近所の 寄席へ 行く と、 かならず 近 

所の 知人に 出逢う のであった。 私 は 麴町区 元 園 町 (此 

頃 は 麴町ニ 丁目に 編入され てし まった) に 生長した が、 

近所の 寄席 は 元 園 町の 青柳 亭、 麴町ニ 丁目の 万よ し、 

山元 町の 万長亭 で、 これらの 寄席へ 行った 時に、 顔 を 

見識って いる 人に 逢わなかった 例 は 一 度 もなかった。 

かならず 二、 三人の 知人に 出逢う。 殊に 正月な ど は、 

十 人 乃至 二十 人の 知人に 逢う こと は 珍しくなかった。 



の 人々 が 多かった ので あるが、 次第に 勢力 を 増して 来 

て、 巿 内で 相当の 地位 を 占めて いる 席亭も 「御座 敷浄 

瑠璃、 浪花節」 の ビラ を 懸ける ようになった。 聴衆 も 

また 高まって、 相当の 商人 も 行き、 髭の 生えた 旦那 も 

行き、 黒 縮緬の 羽織 を 着た 奥さん も 行く ようにな つ た。 

そのほかに、 明治 三十 年 以後に は 源氏 節、 大阪仁 和賀、 

改良 剣舞の たぐい までが 東京の 寄席に あらわれて、 在 

来の 色物 はだん だんに 圧迫され て 来た。 今日 落語 界の 

不振 を 説く 人が あるが、 右の 事情で 東京の 落語 界はそ 

の 当時から 己に 凋落の 経路 を迪 りつ つあった ので ある。 

(昭和 一一 • 一 • 日本 及 日本人) 
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